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平成２５年度規格部会報告 

 
規格部会（ＩＳＯ/ＴＣ６１、ＩＳＯ/ＴＣ１３８及び電気材料安全関係）は、日本工業標準調査会 

（ＪＩＳＣ） 標準部会の国際標準化戦略に則り、関係機関・団体・企業との一層緊密な連携のもと

国内外の標準化活動を推進している。 

ここでは、平成２５年度の活動実績および平成２６年度の活動計画を紹介する。 

 

１． 国際幹事国引受け 

現在、４件の幹事国を引き受けているが、現体制のなか今後もこれをひき続き維持してゆく。 

現状では、更に幹事国を獲得することは、現体制では困難であるが、長期的観点から、コンビナー

人材の育成をはかり体制固めを行っていく。 

 

２． 国際幹事国活動 

ＴＣ ６１/ＳＣ１１ （プラスチック製品）、ＳＣ１２ （熱硬化性樹脂）、ＳＣ１３ （複合材料及

び強化用繊維） およびＴＣ１３８（プラスチック管，継手およびバルブ類）の国際幹事として、規

格開発プロジェクトの円滑な推進を進める。 

平成２６年度は、ＩＳＯ／ＴＣ６１国際会議は米国・ホノルル （９月２２９日～９月２６日） で

開催され、ＩＳＯ/ＴＣ１３８国際会議は、韓国・ソウル（１０月２０日～１０月２４日）で開催さ

れる。日本が議長を務めるＴＣ６１／ＳＣ１１、ＳＣ１２、ＳＣ１３及びＴＣ１３８の会議の円滑な

開催・運営を図る。 

 

３． 国際標準開発活動 

平成２５年度のＴＣ６１の審議件数は１７３件、ＴＣ１３８は７０件と例年並みであるが、ＴＣ６

１では規格開発プロジェクト約２００件の内、４４件が日本発の国際提案で２割以上を占める。これ

は、依然としてＴＣ６１内の日本の地位が大であることを示している。中でも日本が幹事国をとるＳ

Ｃ１１での導電性接着剤に関する標準化９件、バリアー材の水分透過度試験法に関する標準化３件、

異種材料複合体特性評価試験法に関する特性評価試験法に関する標準化４件は成長が期待される産

業分野だけに注目されている。 

平成２６年度は、円滑な幹事国業務（３ＳＣ、１ＴＣ）活動に努めこれを維持する。 

 

４．国際標準開発活動 

平成２５年度は、継続案件として次の６件の国際標準開発テーマに取り組んだ。  

①ＰＰ/ＰＥ再生混合品の標準化 

②薄膜等高性能プラスチック試験方法 

③共同開発(異種材料複合体) 



④次世代炭素繊維及び複合材料 

⑤酸素指数試験方法 

⑥金属ＣＦＲＰ（ＣＦＲＴＰ）異種材料接合体 

その内、④⑤は平成２６年度も継続する。 また、③⑥は統合し新規案件として平成２６年度は取

組む。 

平成２６年度の新規標準開発テーマとしては下記の３件に取り組む。 

①複雑系高性能プラスチックの物理化学的試験方法に関する国際標準化 

②炭素繊維強化プラスチックの試験方法に関する国際標準化  

③異種材料複合体の特性評価試験方法の国際標準化 

 

５．ＪＩＳ原案作成活動 

平成２５年度から、作成区分が以前の３区分制に戻り作成することとなり、原案作成は次のとおり

であった。 

A 期（H25/4～H26/3）： 

１件（制定）のＪＩＳ原案を作成した。 

B 期（H25/8～H26/7）： 

６件（制定２件、改正４件）のＪＩＳ原案を作成中である。 

C 期（H25/12～H26/11）： 

１３件（制定２件、改正１１件）のＪＩＳ原案を作成中である。 

平成２６年度は以下の通りである。 

Ａ期（H26/4～H27/3）： 

３件（制定１件、改正 2件）のＪＩＳ原案を作成中である。 

Ｂ期（H26/8～H27/7）： 

９件（制定１件、改正８件）のＪＩＳ原案作成を申請している。 

Ｃ期（H26/12～H27/11）：申請を予定している。 

 

６．電気材料安全・規格関係 

ＩＥＣ/ＴＣ８９国際会議やＵＬのＳＴＰへの委員派遣などにより，電気製品の安全規格及びプラ

スチック関連試験規格の制定並びに改訂の動向を把握すると共に、業界の意向反映を行ってきた。平

成２６年も，国内団体と連携してゆく。 

 

以上 


